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弁護団声明 

 

 本日、大阪出入国在留管理局長は、ペルー国籍の日系 3世のブルゴス・フジイ

さんに対して、在留を特別に許可する旨の通知（疾病のための療養活動のための

在留許可）を行いました。 

 ブルゴスさんは、1991年に来日し、日本での居住歴は 30年以上です。ブルゴ

スさんは、2017年に、入管に収容され、2020年 5月に仮放免されました。その

後、2021 年初め頃より体調を崩すことが増えはじめましたが、健康保険に加入

できないことから、病院を受診することができませんでした。2021 年 6 月頃よ

り、急激に体調が悪化したため、病院で検査したところ、8月に、画像所見で膵

臓がん（ステージ２）と診断され、早急な手術と治療が必要であると告げられて

いました。 

 弁護団は、8 月 23 日に、大阪出入国在留管理局に在留特別許可を出すよう要

請を行いました。また、ブルゴスさんの家族らが、記者会見を行い、ブルゴスさ

んの窮状を訴えました。 

 記者会見後には、ブルゴスさんに関する報道がなされ、大勢の市民から励まし

の声をいただきました。また、多くの支援者らが、実際に入管に電話をし、足を

運んで、ブルゴスさんとその家族らを助けました。このような、大勢の市民の声

が力となり、入管を動かしたことは間違いがありません。 

 そして、法務省及び大阪出入国在留管理局は、本件が人道上の問題であること、

ブルゴスさんの病状が深刻であり、一刻の猶予もないこと、医療スケジュールを

把握した上で、本日、在留特別許可を出しました。申請から 3週間での在留特別

許可は、異例の早さではないかと思います。弁護団としては、法務省が、一人の

外国人の問題に真摯に向き合い、適切な考慮と早さで、在留特別許可を出したこ

とを評価しています。 

 ブルゴスさんは、本日、無事に、国民健康保険に加入することができました。

今月末には、手術を受ける予定であり、当初の予定通りの医療スケジュールで、

治療が受けられることに感謝しています。 

 また、ブルゴスさんに関する報道後、全国から（一部は、アメリカからも）ご

寄付をいただきました。弁護団一同、心から感謝申し上げますとともに、皆様か

らいただきましたご寄付は、ご本人の治療費および支援者等の活動等寄付の趣

旨に沿って活用する所存です。 
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 最後に、ブルゴスさんについては、大勢の市民の関心と声により、入管を動か

し、解決を図ることができました。しかしながら、本件のような仮放免中の外国

人の医療・生活問題は、本来、一個人が個別に勝ち取るべきものではありません。

在留資格のない外国人であっても、生きていく上で最低限必要な保障について

は、それを権利として享受できる枠組みが構築されるべきであると考えていま

す。 

 今回、お力添えをいただきました市民の皆様には、改めて感謝申し上げますと

ともに、ブルゴスさんの闘いは、まだ続きますので、ご支援の継続をお願い致し

ます。 

以上 

２０２１年９月１３日 

代理人弁護士乾彰夫、大森景一、川﨑真陽、高山良子、中井雅人、仲尾育哉、仲

晃生、西川満喜 


